
飛
火
し
、

上
海
海
軍
陸
戦
隊
と
航
空
屏
艦
翔
鶴
・
天
城
の
最
期

ま
え
が
き

今
、
半
世
紀
前
の
遠
い
記
憶
が
生
々
し
く
浮
か
ん
で
く
る
。
「
私
達
は
、
こ
ん
な
青

春
時
代
を
お
く
っ
た
」
と
精
一
杯
の
記
憶
を
思
い
出
し
、
記
述
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

異
常
な
時
代
を
文
字
通
り
―
つ
鍋
の
麦
飯
を
分
け
合
っ
た
親
し
い
仲
間
達
が
あ
の
い
ま

が
く
ぜ
ん

わ
し
い
太
平
洋
戦
争
で
多
く
散
華
し
た
の
を
知
り
愕
然
と
し
た
。
何
故
か
私
の
心
の
中

に
青
春
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
覚
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
記
憶
に
忠
実
か
つ
素
直
に
表
現
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
九
月
、
私
は
十
五
オ
で
掌
電
信
兵
（
少
年
電
信
兵
）
と
し
て
久
里
浜
の

海
軍
通
信
学
校
第
五
十
五
期
普
通
科
生
と
し
て
入
校
し
た
。
当
時
の
国
際
情
勢
は
緊
迫

の
度
を
加
え
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
勃
発
し
た
支
那
事
変
も
戦
火
が
上
海
方
面
へ
と

一
方
海
軍
航
空
部
隊
に
よ
る
渡
洋
爆
撃
も
日
増
し
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
な

ど
、
戦
い
は
収
拾
の
糸
口
さ
え
見
え
出
せ
ず
泥
沼
化
の
様
相
を
た
ど
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
普
通
科
一
カ
年
の
学
習
も
八
カ
月
に
短
縮
さ
れ
、
翌
十
六
年
四
月
末
で
卒

業
式
を
迎
え
た
。
卒
業
生
は
一
刻
の
猶
予
も
な
く
勤
務
地
に
向
け
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な

い
不
文
律
が
あ
っ
た
。
満
洲
・
支
那
事
変
の
二
度
に
わ
た
る
上
海
陸
戦
隊
活
躍
は
皆
様

も
御
存
じ
の
通
り
で
あ
る
。
威
風
堂
々
た
る
鉄
筋
五
階
建
に
菊
の
御
紋
章
が
燦
然
と
輝

き
、
本
部
隊
員
約
三
千
名
の
一
員
と
し
て
若
き
血
を
踊
ら
せ
た
の
も
青
春
な
ら
ば
こ
そ

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
伝
統
に
従
え
、
厳
し
い
訓
練
が
待
っ
て
い
た
。
本
部
五
階
の
通
信

室
の
勤
務
は
主
と
し
て
重
慶
・
昆
明
・
ヌ
ー
メ
ア
お
よ
び
敵
潜
水
艦
な
ど
の
敵
信
傍
受

で
あ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
開
戦
当
日
は
午
前
一
時
に
本
部
中
庭
に
集
結

こ
う
ほ
こ
う

し
出
動
態
勢
に
入
っ
た
。
午
前
六
時
す
ぎ
、
戦
斗
開
始
と
と
も
に
黄
捕
江
に
浮
ぶ
敵
砲

だ

ほ

艦
二
隻
に
対
し
戦
車
な
ど
の
火
砲
が
一
斉
に
火
を
ふ
き
一
隻
は
撃
沈
、
一
隻
を
拿
捕
し

た
。
そ
し
て
英
米
租
界
に
進
駐
し
、
武
装
解
除
を
行
っ
た
。
私
は
有
名
な
ガ
ー
デ
ン
ブ

リ
ッ
チ
の
際
に
あ
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
ニ
十
六
階
屋
上
と
約
四
キ
ロ
離
れ

た
陸
戦
隊
本
部
と
の
通
信
連
絡
に
あ
た
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
も
情
勢
は
刻
々
と
悪
化

の
一
途
を
辿
り
各
地
か
ら
暗
い
戦
友
玉
砕
の
悲
報
が
入
っ
て
き
た
。
陸
戦
隊
在
勤
三
カ

年
近
く
の
昭
和
十
八
年
十
一
月
に
電
報
で
呼
び
戻
さ
れ
通
信
学
校
第
七
十
二
期
高
等
科

生
に
再
び
入
校
し
た
。
主
に
対
機
交
信
（
航
空
機
と
航
空
母
艦
と
の
通
信
）
の
学
習
で

二
、
航
空
母
艦
翔
鶴
の
最
期

令
を
受
領
し
た
。
当
時
連
合
艦
隊
と
共
に
翔
鶴
は
ジ
ャ
ワ
の
リ
ン
ガ
エ
ン
泊
地
か
ら
出

撃
し
ボ
ル
ネ
オ
島
の
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
基
地
に
前
進
待
機
し
戦
斗
訓
練
中
で
あ
っ
た
が
便

船
が
な
い
の
で
約
一
カ
月
を
横
須
賀
海
兵
団
に
仮
入
団
し
た
。
五
月
初
旬
、
戦
艦
武
蔵

は
護
衛
艦
数
隻
を
従
え
、
呉
軍
港
か
ら
マ
リ
ヤ
ナ
沖
海
戦
（
あ
号
作
戦
と
云
う
）
参
加

昭
和
十
九
年
四
月
末
、
高
等
科
を
卒
業
し
、
即
日
航
空
母
艦
翔
鶴
乗
組
を
命
ず
の
辞

あ
っ
た
。

一
、
上
海
海
軍
陸
戦
隊
時
代

柳

田

常

四

郎

（
西
習
志
野
•
6
6歳
）
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第
一
通
信
指
揮
室
の
水
線
下
に
魚
雷
が
命
中
し
た
の
だ
。
丁
度
震
度
七
以
上
あ
る
と
思

わ
れ
る
衝
撃
で
あ
る
。
身
体
が
三

S
四
十
セ
ン
チ
位
と
び
上
っ
た
。
”
や
ら
れ
た
な
！
“

と
思
っ
て
い
る
最
中
、
時
間
に
し
て
七
・
八
分
後
二
発
・
三
発
と
続
け
ざ
ま
魚
雷
が
命

中
し
た
。
す
べ
て
の
通
信
機
器
は
破
壊
さ
れ
機
能
は
完
全
に
止
ま
っ
た
。
電
源
も
停
止

し
、
艦
内
は
真
っ
暗
と
な
っ
た
。
な
に
せ
本
艦
は
数
千
ト
ン
の
重
油
と
多
量
の
ガ
ソ
リ

ン
を
搭
載
し
て
い
る
の
で
次
々
に
引
火
し
て
誘
爆
し
第
一
•
第
二
格
納
庫
は
一
面
の
火

の
海
と
化
し
た
。
猛
火
は
通
信
指
揮
室
の
外
側
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
と
て
も
ハ
ッ
チ

を
開
け
て
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
室
内
は
か
な
り
の
高
温
に
な
っ
て
い
る
。

絡
の
確
保
に
あ
た
っ
た
。

―1
0七
頃
、
突
然
轟
音
と
と
も
に
は
じ
き
飛
ば
さ
れ
た
。

信
文
の
状
況
は
次
の
と
お
り
。

「
ワ
レ
、
グ
ラ
マ
ン
と
交
戦
中
」
「
エ
ン
ヂ
ン
に
被
弾
」

合
流
の
た
め
出
発
し
、
私
は
武
蔵
に
便
乗
し
て
五
月
十
七
日
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
基
地
に
到

着
し
即
日
翔
鶴
に
乗
艦
し
た
。
今
回
顧
す
る
と
わ
ず
か
な
乗
艦
期
間
で
あ
っ
た
が
世
界

に
冠
た
る
巨
艦
武
蔵
（
大
和
と
同
型
）
の
威
容
に
ふ
れ
、
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
る
。

攻
撃
隊
発
艦
、
被
雷
傾
斜
、
総
員
退
艦

ー

六
月
十
九
日
。
払
暁
か
ら
九
九
式
彗
星
艦
上
爆
撃
機
（
彗
星
艦
爆
と
云
う
）
数
十
機

が
発
艦
し
た
。
つ
づ
い
て
零
式
戦
斗
機
五
十
二
型
（
零
戦
と
云
う
）
が
護
衛
の
た
め
飛

び
立
つ
、
艦
内
は
緊
張
づ
く
め
で
あ
る
。
私
は
艦
橋
下
に
あ
る
第
一
通
信
指
揮
室
で
対

機
交
信
を
し
て
い
た
。

0
九
四

0
索
敵
機
か
ら
敵
機
発
見
の
第
一
報
が
入
る
。
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0
頃
敵
艦
発
見
の
報
に
接
し
、
に
わ
か
に
騒
然
た
る
雰
囲
気
に
な
っ
た
。
十
九
オ
の
私

も
負
け
て
た
ま
る
か
と
意
気
に
燃
え
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
矢
つ
ぎ
早
や
に
無
線
連
絡

が
入
る
。
（
通
常
は
隠
語
を
使
用
）
し
か
し
通
信
が
輻
湊
し
平
文
に
き
り
か
え
た
。
受

「
燃
料
少
し
」
「
ワ
レ
自
爆
す
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
先
輩
・
同
期
の
仲
間
達
が

大
空
の
彼
方
に
消
え
て
行
っ
た
。
極
度
の
緊
張
化
で
は
感
傷
に
ひ
た
っ
て
い
る
余
裕
な

ど
な
い
。
「
明
日
は
我
が
身
か
」
と
も
思
っ
た
。
と
に
か
く
全
力
を
つ
く
し
て
通
信
連

②
逆
巻
く
水
流
、
消
え
行
く
戦
友

私
は
無
念
と
空
し
さ
で
放
心
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

”
万
事
休
す
！
あ
と
数
分
の
命
だ
な
“
と
誰
か
が
叫
ん
だ
。
す
る
と
舷
窓
（
航
空
母
艦

は
一
周
り
大
き
い
）
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
誰
か
が
言
っ
た
。
次
々
と
舷
窓
か
ら
脱
出
を

は
か
り
頭
・
手
は
容
易
で
あ
る
が
腰
部
が
出
な
い
、
後
続
の
者
が
渾
身
の
力
を
込
め
て

押
し
出
す
。
丁
度
ト
コ
ロ
テ
ン
を
押
し
出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
多
少
痛
か
っ
た
が

生
死
の
瀬
戸
際
で
は
そ
ん
な
悠
長
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
次
々
と
海
中
に
落
下
し
た
。

第
一
通
信
指
揮
室
の
外
側
に
は
カ
ッ
タ
ー
が
係
留
し
て
あ
る
。
爆
発
に
よ
っ
て
ロ
ー
プ

が
切
れ
、
海
面
に
垂
れ
て
い
た
。
次
々
に
ロ
ー
プ
を
よ
じ
上
り
後
甲
板
に
集
ま
っ
た
。

す
で
に
前
甲
板
は
水
中
に
没
し
母
艦
の
傾
斜
は
三
十
五
度
位
に
な
っ
て
い
た
。
仲
間
達

は
持
場
を
脱
出
、
後
甲
板
は
す
で
に
一

0
0
0名
以
上
の
も
の
が
力
な
く
集
ま
っ
た
。

私
達
通
信
科
員
は
飛
行
甲
板
右
舷
の
最
後
部
に
集
ま
っ
た
。
刻
々
と
母
艦
の
傾
斜
も

増
し
て
く
る
。
前
部
に
い
た
も
の
は
や
む
な
く
次
々
と
泳
ぎ
出
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
う
ち
大
き
な
波
が
あ
り
前
部
リ
フ
ト
に
流
れ
込
み
、
と
た
ん
に
艦
尾
を
六
十
度
位

空
中
に
突
き
立
て
て
、
前
の
め
り
に
な
っ
た
瞬
間
、
七

S
八
十
メ
ー
タ
ー
も
空
中
高
く

持
ち
上
げ
ら
れ
た
姿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
甲
板
に
い
た
多
数
の
も
の
は
、
雪
崩
の

よ
う
に
甲
板
を
す
べ
り
海
中
ま
た
リ
フ
ト
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
な
に
し
ろ
四
枚

の
巨
大
な
ス
ク
リ
ュ
ー
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
な
ら
艦
と
と
も
に
凄
い
勢
い
で
吸
い
込
ま

れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
終
り
だ
と
思
っ
た
瞬
間
、
そ
の
ま
ま
何
も
解
ら
な
く
な
り
、

瞬
意
識
を
と
り
も
ど
し
た
時
は
海
中
で
あ
っ
た
。
上
方
が
明
る
＜
波
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
う

ご
い
て
い
た
。
急
に
元
気
を
と
り
も
ど
し
海
面
に
出
た
。
目
の
前
に
私
と
同
じ
よ
う
な

人
影
が
見
え
、
手
に
触
れ
る
も
の
な
ら
何
で
も
つ
か
も
う
と
し
て
い
た
。
や
が
て
海
上

の
あ
ち
こ
ち
に
木
材
や
箱
な
ど
に
つ
か
ま
り
互
い
に
元
気
づ
け
る
た
め
大
声
で
軍
歌
や

戦
友
の
名
な
ど
呼
び
あ
っ
て
い
た
が
、
な
か
に
は
そ
の
ま
ま
沈
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
も

従軍の記録 200 



昭
和
十
九
年
六
月
十
九
日
午
後
二
時
0
一
分
で
あ
っ
た
。
）
一
五

0
0頃
ス
コ
ー
ル
が

や
っ
て
き
た
。
ま
だ
、
戦
斗
中
で
海
面
に
漂
う
私
達
に
二
度
に
わ
た
り
敵
グ
ラ
マ
ン
の

機
銃
掃
射
を
受
け
た
。
何
し
ろ
波
ま
か
せ
の
身
で
あ
る
。
た
し
か
二
回
目
に
グ
ラ
マ
ン

が
や
っ
て
き
た
と
き
一
直
線
に
水
柱
が
立
ち
、
私
の
方
に
む
か
っ
て
き
た
。
そ
の
時
、

後
頭
部
に
焼
火
鉢
を
あ
て
た
よ
う
な
熱
さ
が
走
っ
た
。
（
皮
膚
が
む
け
た
程
度
で
救
助

後
八
針
縫
っ
た
）
太
陽
も
西
に
傾
き
、
ス
コ
ー
ル
も
や
ん
で
一
六
三

0
頃
に
護
衛
の
駆

逐
艦
浦
風
に
救
助
さ
れ
た
。

③
翌
六
月
二
十
日
の
海
空
中
戦

私
は
護
衛
の
浦
風
に
救
助
さ
れ
た
が
任
務
す
る
場
所
が
な
い
。
自
分
の
艦
で
あ
れ
ば

こ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
だ
が
仕
方
な
い
。
各
戦
隊
毎
に
集
結
し
沖
縄
中
城
湾
に
帰
投
す

る
準
備
を
始
め
た
一
四

0
0頃
突
如
敵
機
二

0
0機
位
の
来
襲
が
あ
っ
た
。
早
速
戦
斗

配
備
に
着
き
応
戦
し
た
。
通
常
、
海
空
中
戦
は
円
形
を
組
み
、
航
空
母
艦
を
中
心
に
し

て
内
側
順
に
戦
艦
・
巡
洋
艦
・
駆
逐
艦
な
ど
で
防
護
す
る
。
一
斉
に
火
砲
で
応
射
す
る
。

青
空
が
弾
幕
で
薄
暗
く
な
る
ほ
ど
だ
。
そ
れ
で
も
敵
機
は
勇
敢
に
母
艦
め
が
け
て
突
っ

込
ん
で
く
る
。
戦
斗
配
置
の
な
い
私
は
砲
塔
脇
の
甲
板
で
高
見
の
見
物
で
あ
る
。
も
の

凄
い
音
で
鼓
膜
が
切
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
も
敵
機
は
な
か
な
か
お

ち
な
い
。
母
艦
に
至
近
弾
数
発
が
落
下
し
た
。
数
機
の
敵
機
が
撃
墜
さ
れ
た
の
も
目
撃

し
た
。
海
空
中
戦
は
約
七
・
八
分
で
終
っ
た
。
私
は
淋
し
さ
と
む
な
し
さ
で
一
杯
で
あ
っ

た
。
こ
の
戦
斗
は
な
が
1
い
時
間
の
よ
う
に
感
じ
た
。
大
し
た
損
害
も
な
く
艦
隊
は
沖

縄
に
引
揚
げ
た
。
生
存
者
は
久
里
浜
の
海
兵
団
分
室
に
機
密
保
持
の
た
め
約
一
カ
月
軟

禁
さ
れ
、
残
務
処
理
に
あ
た
っ
た
。
因
に
翔
鶴
の
乗
組
員
中
、
士
官
を
除
く
、
下
士
官

兵
約
二
四

0
0名
の
う
ち
生
存
者
は
三
八
四
名
と
記
憶
し
て
い
る
。

④
 

ヽ
こ
。

し

t

翔
鶴
艦
艇
の
要
目

（
注
、
本
艦
沈
没
時
刻
は
私
の
時
計
の
止
ま
っ
た
時
刻
と
戦
史
資
料
が
一
致
し

0
米
。
最
高
速
力
三
六
ノ
ッ
ト
。
飛
行
機
搭
載
数
約
七

0
機。
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(1) 

常
備
排
水
量
三
六
、

0
0
0ト
ン
。
飛
行
甲
板
長
さ
二
六

0
、
0
米
。
最
大
幅
二
九
、

三
、
航
空
母
艦
天
城
の
最
期

昭
和
十
九
年
七
月
、
翔
鶴
生
存
者
は
久
里
浜
の
海
兵
団
分
室
に
軟
禁
後
、
航
空
母
艦

天
城
艤
装
兼
乗
組
員
を
命
ず
の
辞
令
を
受
領
し
た
。
た
だ
ち
に
汽
車
で
三
菱
長
崎
造
船

所
に
行
き
乗
艦
し
た
。
ほ
と
ん
ど
天
城
は
完
成
し
、
同
年
九
月
試
運
転
を
兼
ね
、
長
崎

を
あ
と
に
呉
軍
港
に
回
航
し
た
。
瀬
戸
内
に
散
在
す
る
島
々
、
飛
行
甲
板
か
ら
見
る
タ

日
の
美
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。
戦
局
も
風
雲
急
を
告

げ
、
発
着
艦
訓
練
も
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
航
空
燃
料
の
欠
乏
は
訓
練
に
も
支
障
を
き

た
し
、
翌
二
十
年
に
入
る
と
母
艦
の
基
地
で
あ
る
松
山
・
岩
国
の
両
基
地
に
分
散
移
動

し
、
陸
上
訓
練
が
多
く
な
っ
た
。
外
出
に
は
、
よ
く
松
山
そ
し
て
岩
国
の
錦
帯
橋
に
遊

び
に
行
っ
た
。
桜
咲
く
川
辺
か
ら
み
る
錦
帯
橋
は
特
に
美
し
か
っ
た
。
二
十
年
三
月
に

入
る
と
燃
料
蓄
積
の
た
め
江
田
島
の
近
く
に
あ
る
三
ッ
子
島
脇
に
母
艦
を
係
留
し
、
宮

島
の
山
か
ら
、
伐
採
し
た
樹
木
を
飛
行
甲
板
に
並
ベ
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
し
た
。
上
空
か
ら

見
下
ろ
す
と
如
何
に
幼
稚
な
し
ぐ
さ
で
あ
る
か
が
証
明
さ
れ
た
。
呉
大
空
襲
、
（
二
十

年
三
月
十
九
日
・
七
月
二
十
四
日
・
七
月
二
十
八
日
の
三
回
）
特
に
三
月
十
九
日
の
空

襲
は
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
し
た
ば
か
り
の
天
城
に
敵
機
は
間
断
な
く
波
状
攻
撃
を
う
け
た
。

防
禦
の
弱
い
母
艦
は
応
戦
む
な
し
く
至
る
と
こ
ろ
に
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
天
城
は
六

発
の
命
中
弾
・
十
五
発
以
上
の
至
近
弾
を
受
け
大
破
横
倒
し
と
な
る
。
そ
し
て
数
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
日
本
海
軍
最
後
の
正
規
空
母
天
城
は
出
撃
し
て
戦
う
こ
と
な
く

き
わ
み

破
れ
去
っ
た
。
本
当
に
残
念
の
極
で
あ
る
。

天
城
艦
艇
の
要
目

常
備
排
水
量
二
六
、

0
0
0ト
ン
。
飛
行
甲
板
長
さ
ニ
ニ

0
、
0
米
。
最
大
幅
二
八
、

0
米
。
最
高
速
力
三
六
ノ
ッ
ト
。
飛
行
機
搭
載
数
約
一

0
0機。
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二
十
歳

中
国
の
諺
に
「
千
丈
の
高
樹
も
そ
の
葉
は
根
元
に
落
ち
る
」
。

し
た
。
安
ら
か
に
眠
る
仲
間
達
も
さ
ぞ
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

以
上

金
余
り
の
現
代
社
会
、
金
で
は
解
決
で
き
な
い
尊
い
人
生
を
体
験
し
た
。
戦
争
と
は

何
か
、
お
国
の
た
め
と
は
言
え
、
若
く
し
て
海
に
空
に
散
華
し
て
行
っ
た
同
期
の
桜
を

供
養
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
横
川
中
堂
秘
宝
館
前
に

総
工
費
一
千
五
百
万
円
を
か
け
慰
霊
碑
を
建
立
し
、
除
幕
式
を
盛
大
か
つ
厳
粛
に
挙
行

青
春
時
代
は
東
奔
西
走
で
あ
っ
た
同
期
生
も
い
つ
し
か
磯
子
会
と
い
う
巨
木
の
も
と

に
集
り
旧
交
を
あ
た
た
め
、
深
い
友
情
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
、
ロ
マ
ン
を
求
め
幻
想
の
桃
源
境
を
夢
見
て
、
限
ら
れ
た
人
生
を
有
意
義
、
か
つ
頑

と

わ

活
に
永
遠
の
路
を
力
強
く
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。

昭
和
二
十
年
九
月
一
日
復
員

海
軍
上
等
兵
曹

む

す

び
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